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   国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 昭和 31 年の乗鞍コロナ観測所の小冊子があった 

2009年4月18日、国立科学博物館で国立天文台のアーカイブ室について講演し、次々と出

てくるお宝、付随するおもしろい話をした。講演後、科学博物館の担当者と博物館のお手

伝いをしている何人かと懇親の場をもった。その席で天文に一方ならぬ関心をもった横浜

の野地さんという方と知りあった。この方は大変な鉄道マニアでもあり、名刺が鉄道切符

の形をしていた。そしていただいた日付印まで入っているという念の入れようであった。

その席で野地さんは三鷹の26吋望遠鏡ドームには窓があったという話をしたのである。そ

こで筆者が調べると、確かにはっきりと窓が写った26吋望遠鏡ドームの写真が何枚も発見

されたのであった。鉄道切符を模した名刺は非常にユニークでおもしろいが、名刺をこの

新聞で紹介するわけにも行かない。 

さて、その野地さんが、昭和31年のガリ版刷りの乗鞍コロナ観測所の小冊子と記念の官

製はがきを持っているというのである。さっそくアーカイブ室のアーカイブスに加えるの

でお貸し願えないかとメールを送ると、すぐに宅急便で届いた。乗鞍コロナ観測所の小冊

子の表紙が写真1である。 

      

       写真1 昭和31年 の乗鞍コロナ観測所小冊子の表紙 

この写真を持って、長年、乗鞍コロナ観測所にお勤めであり、定年後、乗鞍コロナ観測

所、太陽物理部、近年は太陽観測所などの資料の整理をされている入江氏にこの冊子をご

存知かと尋ねると、入江氏も持っているという。入江氏もこの冊子が作られた目的はわか

らないとのことであるが、作成者は、アーカイブ室新聞185号で紹介した「かもしか仙人」

こと森下博三氏でということである。たぶん予算要求の参考資料として作成されたもので



あろう。そんなに部数が作られたはずがない。入江氏の所には、この小冊子の写真が入っ

ていない文字だけのものもあった。ということは写真入のものはさらに数が少ないものと

考えられる。在野の野地さんがどのような経緯で入手したのかも興味がある。 

この小冊子の章立ては、§コロナの解説、§常時コロナ観測の歴史、§我が国に於ける

試験観測、§建設地の選定、§事業の開始、§位置・施設・業務、§紅炎観測、§観測員

の交替、§乗鞍コロナ観測所の使命、§観測所東面全景(9月)：写真と記事、§コロナグラ

フ全景：写真と記事、§厳冬期ドーム氷落とし作業(2月)：写真と記事、§コロナの輝線ス

ペクトル(5303A)：写真と記事、§太陽紅炎：写真と記事 である。 

野地氏から送られてきた小冊子には写真が全て揃っているが、入江氏が保管されていた

ものにはコロナの輝線スペクトルの写真が欠落していた。野地氏から貴重な資料を提供し

ていただいた事になる。以下、スキャナーで取り込んだ小冊子の各ページである。 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



  

  

  


